

























































　（3）辞書によるだけでも、たとえば COD の Care は、① the provision of what is necessary for 
health, welfare, maintenance, and protection of someone or something. ② serious attention 
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　このようにして、O ⇒ Oʼ および　Ｓ⇒ Sʼ が共に十全に「真の幸福」を実現し得るかど
うかを見るのである。
－ 56 －
上　野　正　二
事例１
Ａ：「老母を介護施設に預けて手厚い介護をしてもらおうと思う」
　陰の声では、Ａは親を介護施設に放り込んで厄介払いをしている、見舞いにも来ない、
薄情な奴だ、というが、
　これが旨くいっているかどうかは簡単に判別できる。
私：「ＡさんＡさん、あなたのお母さんはお幸せですね」
Ａさん：「ええ、私もね。いえ、あなただって。さいわい、母は若い頃から考えるところ
があって、生きるも死ぬも御仏の御手の中という教えを頂いてましてね、私にもそう教え
てくれました。まあ、いつも会えなくてさみしくはありますが、わざわざ遠い道を面会に
来る時間があったら身の回りを見渡すようにと言いつかっています。」
事例Ⅱ
Ｂ：「わたしは、杵築の商店街を活性化して、コミュニティを豊かにします」
私：「へえ、それは結構ですな。それで、あなた自身は幸福ですか？」
Ｂ：「そりゃもう、こんな企画をしてみんなでやっていると楽しくていいですわ」
　この例では、コミュニティの完成はその成員の幸福度によって計りたいところだが、少
なくともＢには「真の幸福」が少しも理解されていず、目指されてもいないことにより、
このケアには包括性は欠落していることが明白である。
といった具合である。
註
　（1）これは、言いかえると「幸福度」を図る尺度とも言えよう。エド・ディーナーなど幸福学
学者を自称する者たちが、勝手な幸福指標を案出しているのと比べてみると面白いだろう。
